






5 年前に羽衣町 （2 
rn > の屋 j は開 
店した。突は、それ以 
前に* 士見町 （7 丁目) 
で「和 a 洋食」の店と 
して凼定客をつかんで 
いたが，佐*さんが身 
沐をこわしたためにやむなく休そして今度は羽 
衣町での再出発,佐*正夫さん,，東京•四ッ谷の料 
夸 r 萬のに23才の時 . 修業にはいる。おそい出 
発であったが、人一倍の努力が灾って、30才で佗板， 
來获オリンビック前後に和洋折衷の料理開発を熟^ 
に進めてきた。今 IhI 掲战の「播げチーズ j もその一 
例で、プ a セスチーズを泔苔で巻いて、餃子の皮を 
くるんで描げた枓网だが，佐藤さんの開硓した一述 
の科珲が苤界の評判になり.多くマスメディアにも 
取り上げられた。立川で独立してからも、洋食の中 
にさ*}げなく和風味を添えて人気がある。 

«彩：板橋一明 



おいしさ湖点、愛情120点。 
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佐藤正夫の牛肉の审焼き 
楊け 4 チーズ&味噌 _ 



























































1993 • 8 - I (月丨回発行) 


月刊.えくてびあん-立 Jlh :語ろう • 立川に生きよう 


通巻109巻 



ブランクトンのひとりごと 


小俣八洲雄 

( 工業テサイナー） 


三 158 35*7 テーン 3 ン 

_〇3卜2135 

p ■ レストラン） 1 麗 

@ 衣町 2-27-14 026-3698 

ら5む 

衣町 2-27*9 _«26-3643 

g 川商店 

0衣町 2-30 _ 022-3565 

g 明 童 

p 衣町 2-31-1 _〇22-3353 

1 X 11(7) ないと5 
p 衣町 2-33-1 022-3677 

卜子 ヶ-キス妙 T 36 

卜町2+1 _ 027-6806 

05 そのい時計店 

羽衣町 2-32-2 


TT22-5211 


多摩中败用錢！ 

栄啦 -66-1 _ «36-9711 

手打ちそば佶更 

栄町 5-12-1 _ 037-0991 

相禊疆酒店 

栄町 5-61-8 _ »36-2476 

森田接脅陝 

朱町 6-6-25 _ 035-6240 

裏木健康回復センター 

_ 鐃町 1121 _ »2H)289 

| 〇累子》ゆ 5 ぎ 

« 町 1-8-5 «25-0780 


むぎばた 

け 

錦02十1 

©26-0210 

池田疆商 

店 

«町 2-1-10 

»22-3731 

寿屋酒 

店 

«町 2-1-13 

«22-3625 

三田花 

店 

拥町 2-5-23 

»24-4187 

m 灞 

勰町2+5 

»22-7213 

立川市市民会館 
HQJ 3-3-20 ft 2 M 311 

たちば 

な 

幸町 6-1-12 

»37-0347 

I 自ばれあな I 

裹松町2十23 

«24-4560 

多摩凾 

材 

»松® 2-1-25 

022-6031 

| 期!子マリアン 

|高忪町 2-10-22 

024-3912 | 

| 山梨中央麵行 3 UIBES 

|驀忪町 2-16-13 

026-1571 | 

| 宝泉*子店 

恥町 2-27-3 

026-1736 

丸助甯栗 

店 

高忪町 2-4-18 

«22-3542 

I 肉の導 n 店 

1 裏松® 2-6-20 

024-2734 | 


びあ 


>•< 


肉のクボタ 
卜 町 2-10 _ »22-2020 

p シネス水テルクボタ 

卜 * 町 2-12-23 «22-1122 

fl 、 なげや立 iH C 3 店 

卜 刪 -12-24 026-2947 

[lb 洋舍訓 ib ^ i -ン e 

@1 崎 町 M7-5 _»25-0036 

$ リタニ满方薬届 

，崎 町 2-2-10 025-1193 

¥ 鼸田酒店 

I 柴崎町 2-2-17 _tt24-2960 

|劃 X 值乃雷 

> 蹐町 2-2-9 _»28-2144 

ウ*市企画 

j 柴 11¢2,3，13 - »26-2566 

ラ•パンパ 

p 崎 町 2-3-3 _«24-5800 

fuOUR SHOP はなむら 

| 柴箱町 2-3-9 _ 022-2491 

g •ロール俄きたて HiHS 

I 榮 * 町と 4-15 »27-9473 

北京大籲店 

I 柴崎 町と 4-19 022-6393 


な な 

I 蝴町 2-4-22 


や 

«25-6980 


y ッ サ 
| 柴 « 町 2-4-9 »21-1978 


p^ # # 人がゐて、街があります。 

• w あなたがゐて、立川があります。 

• # そこにちょっとだけ、えくてびあん / 

T リストのお店にはいつでもえくてびあん / 



田中璺契童薬躅 


柴鳙町 2-5-3 

»22-3913 

菊 川 

策 II 町 2-5-6 

園 

^26-2035 

caf 6 □ □ 

ラ K 

柴轉町 2-5-8 

»26-2285 

スタジオ PB 9 

柴贿2-8 

027-0269 

槊 陶 

房 

柴綺町 2-9 

O 25-0079 

ロッテリア minas 

* H »®3 十3 

022-3928 

笠并鑷 

店 

柴费町 3-13-24 

»22-8601 

矢沢饞 
柴鸫町 3-16-2 

科 

«25-6600 

W 3 R 紀 > 

，川 

|楽猶町 3-4-3 

»25-5825 

ラ•フイ 

ネ 

柴 1¢ 町 3*5-2 

025-2179 

3シダ賢金属店 

賴町 3-5-4 

022-2448 

藥京相和銀行 jum 董 e 

柴 IS 町 3-6-1 7 

022-2171 

オリオン書屑 

町 3-6-27 

025-3111 

あさひ錶行 mi ぼ店 

榮崎町 3-6-29 

022-4161 

イスパニスタ 

柴綺町 3-6-3 

022-2969 


入齠寿司 

榮崎町 3 州 -32 _ «22-2474 

サンカメラ 

柴崎町 3-7-22 _ »22-3336 

ラーメン爾馬 

荣 _ 町 3-8-2 _»27-7575 

聚京都民銀行3111158 

榮》町 3-9-21 _ 022-7107 

興唇塞！ J ラ 

若葉町 1-11-1 _ »36-3048 

みふじサイクル 

若轚町 1-12-4 _ 036-7166 

紀ノ国騮立 iM 店 

若葉町 1-13-2 _»36-1604 

ボングー 

若葉町 1-8-8 _»35-5551 

大匾阈攀 

_ 町 1-23-9 _«25-3110 E|j 

オリオ >1 屑ルミネ 111118 
鼴町 2-1-1 027-2311 

砧奴牖 t 鰌 

» 町 2-1-1 027-6917 

M 子章十字 * It ! ンター 
W 町 2-1-1 027-1140 

«B カルチャーセンタ • 2HI 
關 2-1-1 — 〇 27-6511 

ロッテリア mu ルミネ 8 
®2-M — 024-7433 

パスコ nine 
I » 町 M1-7 029-5557 


トリッププラサ 

曙町 2-12-1 «26-3232 


ゲンタツキ -79< 卜 • チキン ma 
_ 町 2-12-16 028-2636 


伊勢丹立川店受付 
曙町 M2-2 »25-1111 


三菱銀行立 JH 支店 

跚町 2-13-3 024-4121 


トボス nine 
曜町 2-18-18 »25H)331 


オリオン鬌脚 

町 2-2-25 023-3311 


印 ■の 
I 町 2-4 


宝 


山 

« 2 ! 


室 

： 5- mu 


アルビ3ン 
町 2-4-28 _ _»25-3824 

is リ-フロィ 
•町 2-4-28 «27-4138 

I 矚町 2-4-30 0261818 

> リムト 

p 町 2-4-30 _ 026-3030 

gnc 業鑲行 mine 

| 曝 町 2-4-30 _ 022-5151 

シエ•タスケ 

11■印 2-5-14 027-5959 

4 くら « 行立川支店 

町 2-6-11 022-2151 

ト ヴィニ 

» 印 2-7-10 025-1662 


® あたたかく、 

® さわやかに、 

©ひとにやさしい、 
リテール/<ンク〇 

- あから はじまる 

2 あさひ_行 




立川 
ビックス 


いつごろから立川を知つていたかは分からない•たぶ 
ん物心 つく かつかない頃、田舎の山梨と都内との汴%の 
うちになんとなく党ぇ込んだのだろう”小学牛. の 頃休暇 
になる と E 舎へ送り込まれ' その途中立川を通過すると 
ほっ と I * 逆だと H 常生活に«ったことを実®した- 

«ノロにある«氕メ|力|に魷職1てすぐに親の家を 
出た•学生の頃、都 rtl や®塊問明に S をつっ こんでいた 
私は A 分の1所を決めるのに結構迷った•そして立 
川を具体的に意逸する様になった。 T 供の頃三*の•大文 
台の辺0は$沐が澄んでいた"しかしその壤すでに立川 
まで来なければ空 SI が淀んでいたのだ。 

咨時植れの H 地に抽選でうまく 入り込み、 この立川に 
ある都 ftl 計画法® •号の 3 DK で柱物の別りには数地の 
広い、子供 0 遊び場の多い. E 士兒町団地に結構滿足した。 
全社へは南 A 線一本で 30 分、探で m 含へ K 結，都心 
へも30丨40 分、 JE に现》的であった ♦ « 前*行家だった 
父は立川にも結«緣があった様だが、私は揆型飛行檐に 
熱中していた頃ょく多擎川に飛ば L に来ていた。その川 
原がすぐ目の荊にあった。 

，あと、お嫁さんだけ♦の私だったが汴国へ留学して I 
ま<1た■ドイツでの生活も10年過ぎた頃、生活も安定し、 
每週の様に パ— テイ—で明け苺れていた ■ I かし妙に日 
本のそれも子供の頃とか田舎の夢を«繁に兒る樣になつ 
たので、私の子供の知らぬ围、：13本へ«る決心をした。 


団地の fpi にはもうひとつ団地が建って いて 多*川は兒 
えなくな っていた ■それでも私は日曜になる t 弁与を持 
って 子供と川 BI で食車を I たり ate 审で一回りするのが 
常であった。ただ' 急！ F した入口の刑りにはこの目と典 
の先のォアシスへ米る人が以外と少なく不恐讲であった* 
そんな時•來京には珍1いォ|ブンな*土«*の家族 
と 知り合った。私より ずっと 若い のにこの 夫婦は n 丨ヒ 
—， ^ヮィンも八 - E - く駄目で純日本式であ r た•ご主人は5 
時になると自転申で退»し、夕食前に犬を連れて川沿い 
を (ft 歩する。山«りもずっ t 以前から M けて いる。奥さ 
んはとにかく科理が上手、又邦楽ならなんでも OK であ 
る。 ja に1〜2度は 二人で 近くの小学校でパトミントン 
のトレ111ングをしているとの亊。娘さんは受轶勉強は 
I ないが E 瑰はピカィチ•呼ばれてお邪魔する t そこに 
は私の？供の頃の来 e があった。 

私は立 川の" 地の利，や忠まれた IB 境の地に • M -® 館 

は0分の図 -S 室， m 民会館は自分の&架宇/公 E 航は d 

分の烛味のサロン，昭和紀念公|0|、立川公阖や根川は打 

宅の嗒で市 tt ブ—ルも S 分の t のだと 思 -0 ているので、 

結麻公共施設を51楽に利用している"只、大金«ちなの 

でおうように一般にも公開し*めんどうくさいので他の 

人に If 理させている . f 

哦淹と寒淹の接点，そこはブランクトンが生&1易い* 



♦立川強し，と全国に馳せたスポ—ツと言 
えば、相撲。中でも、譯訪神社で行われる全 
国少年相撲大会は、今年で十回目を迎え、今 
回も立川勢の活躍が期待されている。ところ 
が、二五年前、相摟経験のなかったビジネス 
マンが息子の興味を通して、この世界に入つ 
た。それが、古豪立川のスタ—卜になるとは、 
その時は誰も知らなかつた。 



5 t ごろ•両国 Ig 技館で閑催され 
た、わんぱく相 m * JK 餌大会〔 < 財) 
東京? r 年会通所主催〕 で、三位 •四 
位、 と 入赏した 立 川 A * B チーム 
が共に全 H 大会に出^する。 IMI じ 
地域からの 2 チーム出垛は全国で 
も«»と立川のみ。俏人では立川 
のエー ス，神保昌«さん乂味町》 

が都 m 網に輝き，屑の1¥さを®じ 
させている。七月 二 五日に開%さ 
れる仝国大会目指して•中 H « 司 
会 ft 指導の下•毎：：：、}!に励ん 
でいる • 

立川の 相撲界に は、 もぅ一人の 
立役者がいる。佐川秀夫さん{若 
萦町)がその入である。秋の全国 
少年親#相«立 川 大会の事務 CJ を 
自宅に®き、今からその準備と進 
行に追われている，立川市相找連 
盟理來技である。相撲好きだった 
忠子さん { ^時' 小学^4年生》 

の付添いで' 相揆 itffl の役 ft を始 
めたのが 二 rL ^ fw •某外 Is 銀行の 
パン カー tl て多忙を»めていた 
佐川さんが相携に興味を持つょぅ 
になつたの a 、 実は この 時からだ 
つた •相！ K に夢中の息子さん < 税、 
&督の聡彥さ4)は、練成館でも 
活1 r 小学 5、 6年で勝を* 
ね* $に入 つても 相«をやりた 


▼« 大金 3 位とな 0 た立川 A チ 
丨ム - 右から • 染合 T さん(小 

中朽 ■ さん(小&)、神保！* S さ 

ん{小1 


がつ た。 ところが立川の中学には 
相«部が なく、 指導者 t いなかつ 
た。学校の部活勧に所» していな 
ければ，大全への出場資格すらな 
かつた* I かし•佐川さんは、怯 
まなかつた 6 パン カ ーの 51 質から 
か•丁® {: 中^協とも交涉を進め • 
指導を練成断の方で A 任を持つこ 
とで" ついに， その許可を もらつ 
た e その時には，息子さんは，既 
に 中学 2年になつていた。 初めて • 
やつと、 出場できた全国中学生大 
会。 立川チ— ムは•初出垛に I て 
初 ftcr 会蝴 から 春びの遗 « s をす 
る t •祝»会を しよう、 t い ラこ 
t になり、元， 立 川市教宵&であ 
る砂 川 昌平さんたちが 恃つていて 
くれた •こうして •準々 I い スタ 
1 卜を切 つた， ) t 川の 相！ K 界。そ 
の 楔様が •テレビに 報迫され た。 
それを兒ていた愛知県の岡崎のチ 
丨ムが遠征揉古に来たい旨、 ft 川 
さんのと ころに電話が 入つた* せ 
つかく、 速くから来るなら•こち 
らも城*を M 、 くそう•それが礼 {& 
だ-* そう思つた佐川さんは、近く 
の 府中 t 都内から文京も呼んで、 

チームを組椒して小さな大会をや 
つた" これが•全国少年親族易« 
大会の始 i りだつた •それからは— 


給のょうに広がって，進でも#加 
で5る大全にしたい•その思いが， 
全闽へ馳せて、今•この秋で十！！：を 
数ぇる U 全国からの六丘〇名#加 
の宿舎の- fftd から.全てを担力 
士の為に^川钕猃場や府中妓馬塌 
などの aHHS 舎を m りる準 ffll つ 
I つも4力別からスタ—卜させ 
ていく。 ft ノ花、若/佗も，この立 
川大会に来ていた•今、この立川 
大会を制することが*符来の e 龟 
門と一 n われている。 L かし，その 
大会を作つて米たのは、むしろ•相 
m 経験のな：/ビジネスマンだつ 
た-佐川さんは1 n う。「土嵌ドがど 
んなに»がしくとも•子どもはい 
つも自分のことを桁導していてく 
れる声は、土壇場でら確实に間き 
とれる。それで勝てることは多い」 
と®はじめ.&チを通して，子どもの 
声を間いたこ t •子どもへ声を掛 
けたこと•何でもないこの小さな 
ことが’時には経騣を越ぇて、太 
きく育てるということを HS つてく 
れているょうだ。今年•佐川さん 
は、皂0 f 都の国体 fetft なつた。人 
荊で H 立つことはなく、奸かにも 
いつも温かく笑みを浮かべている 
佐川さん"それが、立川の本ちの強 
さであり•立川の誇りだった。 


I れからの立川梅供?？,期得の*!たち 



お店探揆隊ですつて9 




旗を掲げて、お店へぞろぞろ 

と入る小さなご 一行。 あ n あれ、 

ちやんと H 物できるかな 

思いしや、お店の人に何 

ら、手を挙げて^:して 

います。これは，実は 

小学 1* 2年の新しい教 

科となつた • r 生活科」の 

突習風-«:。町と入との»!わ 

を深めることをねらいとして、 

t 小の2年1姐，2組の生徒た 

ちが、近所のお店へチヤレンジ* 

今：0、ここのお店で•商品全て 

の縝段を間いたら、 二 千 H 百万 

円だつた t , 来に •« つてからも 

得意げに活す探検家も。この探 

検隊を派*した、担任の原田 S 

芙子、小^明子先生は、「自分の 

目を通して社全と触れさせてあ 

げたい/次回は«毕探按とか。 


二 


±と対 e して親子二代 

柒嶙町の来陶房で7月3 U か 

ら、東由山*典男親7-作阄展が 

開催された • £!. 子である典男氏 

の口本陶芸 M 等連絞入送问を 2 e 

念しての作品 K である◊父、由 

山氏は、朱泥に小刀で彫刻を施 

F " す彫 m l 7 J 彫りの®一人#- 

典％氏は•诫楽をかけず 

► 奥の深い^ < s いを出す独 

- 6の技法を持つ若手実 

力陶兹家。親子 二 代で作 

a は輿なるものの，土のあ 

たたかさを紐6心想^は同じ 

である"客に対する説明1:も思 

わず flc * に力がこもる"「いず 

れ立川に ■■ 

•3 芸教室 

を HH いて 

みなさん 

と.3 S の 

楽しさを 


^krB! 




與如苑だより 

この SL を，いかがおすごしで I 
ょうか • 

* 人は H を赤色として表現いた 
しました*「米夏」と云います。ど 
こか、炎天の中にいる私たちのこ 
ころ楔様を*わしている 1 ㈢ 葉のよ 
うに思います。 

「 S うまい t 思えど今 n の*さか 
な」の候、ジリジリとした*さの 
中の境内から•涼 I い真如苑の褚 
fr へ讶さまをご案内させていただ 
きます。 

■n 時811::25日 H 0 
2時〜4時 

■ 御本淬、典如宝物鮪をはじめと 

I て映 S など盛りだくさんの用意 

がしてございます。 

■お 中し込みへ 

は「えくてび/ 

あん • n ン .« 

M オン」 <* 誌 

を手渡してく 

れた人》へ • 



漢字 I 字挿入せょ 

牛を□に 
乗りかえる 

□を貸して 
母屋をとられる 


A I ィ祭りだよ I 

☆ス9ジズ2 • 6 . OG お祭ア ☆ 

浴衣尺はつびで、ハツビ—/\ツビ—•この M は 1B 
さ0、この»晖ち1|3さ0。きらめ<置の思い出を、思 
い0 $0贗今し<<浴衣すガだのあな苎を写班に残して 
お色ませんか? 

诹訪まつ*0の§田<8月?1、§)浴|ははっび 
すかだでマ.下さい* 2〇%引 $r35 なだ G& つさ 
0の霣をいだします。 

1ポーズ八つ切9100円-^7280円 
スタジオ2 • 6 • 9 a {27> 0269 
立川市榮嶙町 218 — 10 $公民館向かい 




今回の作品 
は、人形作家 
岩切克 m •映 
*' AJj »^ 幹 T さんの削 

1 1 Hr へァ 

「出会った時に•口元が^! に ゆ 
るむよぅな入衫を fill っていけたら 
と思つています ■ジヤンルに こだ 
わらず物を 创る こと•特に•ヒトガ 
夕♦を創ることが好きなんですね j 
とは映钤子さん •ご- fe 人の 5 S 樹さ 
んは，ケンタ ツキ— •フライドチ 
キンでお馴染みの力—ネルおじさ 
んのそつくりさん人彩のデザイン 
をはじめ、テレビ恭紐で使われる. 
タレントのそつくり人肜•企 •* デ 
イスプレイの多くを手がけている。 
そ 1て、 ご夫31一緒に•国立釈近 
くで*人形教室も m いている■そ 
こでは•窓越にいろんな人形たち 
が•出迎ぇてくれる ♦ 

「子どもの 頃 U 、 _由 に 何かを : £ 
現していた。大人になって51づい 
てみたら，何かが邪魔して削れな 
くな っていた。 既成の形にこだわ 
らず•それぞれの個性や®性を 生 

J ^1 ^1 J ^4 ( 

子どもの S 性と大人の忮術をあわ 
せ 待つ た作品 削 恋をしたいです 
ね j と。岩切さんの T - にかかると* 
冷たかった人形に，体？ i が宿り、® 
もクリクリと抑きはじめるようド i " 



印刷物を K 作する人は•热 W を 
なにより t 恐れている■恐れてい 
ながら尚、杻艳できない•作門の 
校正者 U 「一字いくら」の約束で 
みてもらつても哲無とならないの 
が*!5植というもの ♦それは そう 
かも知れないが*自达の！5植はな 
んともやり•切れない"掬. tfe 部が杏 
いた K 率ならば t にかく，その i & 
の方にお和いして執眾して戴いた 
原栢に15 M が*ったら、铳者にご 
迷«を褂けるばかりか*執^者に 
も申し開きが出来ない。热 W を兒 
付けたときの、ハッという W の痛 
みから編 m 者はいつ•開放される 
のであろうか 4 先月号のエッセ丨 
rpl : 乘(屮抒明氏)の ！ Jsm 

に「鉄道研究-^れが私の駔 

菜である」とある。ところが，原 
:*は鉄逍研究家が『宅率*転 f 」 
になつている。そして初校、再校 
ともに原稿通りだったのに •,»! り 

一 - -i I I J 1- 

をしてそ〇と差替ぇたかのように 
「采单連転手」が『鉄*研究家」 
にな-〇ている。 V - 速、印 WP / T 1: 確 
a を t ってみたのだが•すでに手 
遅れで•ここまでくると K 任の擦 
り*いに終って Li うから，次号 
からはコミュニヶーションを密に 
t ることくらいしか a £ し合うこと 
がない ♦ エッセ—の主人公 U これ 
から夢を «■ ようという K 取りで， 
主人公の職菜が大切になってくる 
のだった。中野さん•統若の皆5 
ん•ごめんなさい ♦ ひととゐて 
绘の闇ゃぇくてびぁん 


{■§. e 田 ItPIBrJII 5 |«嗶»裏中#?姹± 
，田悦子宇沢正私町田 M I 山田 S 7 
lEll 》 IKffA 霁祓巇一明并上！•名 

ス,ジオ 269 枝川 IB 本多 It 


• vorrtv > Jci 14 * t « 
辟 rlsrrr* 今9<-7々3;»以 


ユ「甚み3/ 

r«-a« 



.令〇工〇〇今^® ae 
ザ梁，， rfv;t> onse 仝〇ェ 
〇餺 轵今 sqooxc ^ 

:>曾^击 


别え<てびあん菊® 

平成五年八月|日発 TT 

髡行所え < T びあん B 集 H « 

寳柬都立川 mR « 町 z ,!7—5 

衫田ビル SF 甲110 

霣聒〇四•一五饿0082 

FAX 0 Q 9 tl 5( a)lf 

11臭免行人 

立弁啓介 

印®祈； g 大*社 


3 —297 

* 


私たちが利用している公民館 
は，中央、砂川、丙砂，|«松、 

交換の場として役立つています。 
立川市の公 E 館姥玟の歴史 
は，大戦後、ある合 S 葉 
のもとに IR 陆軍の施没の 
払ぃ_卜げを受けて、ボ民 
の寄付金葬 - m から迷設« 

を生みだして，弗訪の淼 
の一角に*:京»第一 14 .ゥと-一日 
う甩在の公民館の前身が完成し 
ました。では，この t きの公民 
鲔姥設のための/)る合 Qmt は 
W だつたのでしようか。 


川の文化は5 safe の森から 
0¢民の想いの場を 
$化的な生活を立川市民に 

〔7月号の??〕 0 
多^をィメ —ジさせる 
B 葉とは•やはり自然を 
思い起こさせるょうで • 
十二支に例ぇた場合には I 
「うさぎ」 tH う问答が 
番多く、次いで「うし」で 
した。自然の ff を»:け回るうさ 
YJ やのんびりと^を食 lr うしを 
. tsflfe するのは、*:京23区が忙し 
すぎるィメージなのでしょう • 



ことわざ答⑪ 



















































































































































r 靳迚攸 


眼が語る 

warm と]:そ m う. 

* トパにならない圯い 


昶 ( tp 巧•:ん 

後麻：: 

2屮グ年.： 


警 


空 T ;® 場にこだまする 
掛け声-その中にひと 
きわ甲萵い声*嘴いて 
いじ攸である n よ 
く兄るとその H には t 
て t 力があ L 何かを 
求めているからなのか • 


少なくとも本物に近づ 
こうとしている势いの 
袖なのか。物事の芯 
を兄ようと I ている眼 
差しだった。 

撮影:技川一己 
デザイン：池田隆男 

























